
水素社会の実現に向けた東京推進会議の進め方について 

資料３ 

３ スケジュール（予定） 

水素推進会議について 

水素エネルギーの意義及び課題について 

○ エネルギー供給源の多様化 

○ 環境負荷の低減（利用段階でCO2を排出しない） 

○ 産業の裾野も広く経済波及効果が高い  

○ 非常時対応の観点からも有効  

２ 燃料電池車・バスの普及 

(1)  販売価格が高額（現時点で1,000万円を切る程度） 

３ 水素ステーションの整備促進 

 整備費：日本５～６億円、欧米１～２億円 

 ※都内整備予定：３か所（都心三区に計画なし） 

１ 水素の安全性の社会的受容性の向上 

４ 法規制 

(1)  商業地域等における水素保有量に上限（建築基準法施行令）  

(2)  公道との保安距離がｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞより長い（一般高圧ガス保安規則）  

６ 燃料電池の普及拡大 

 家庭用燃料電池の更なる普及拡大と業務・産業用燃料電池の市場投入 

【意義】 

【課題】 

(2)  販売車種の拡大（各社１種類、バスは路線バス） 

 都心部での用地確保の困難性や諸外国に比べて割高な整備費 

７ オリパラでの水素利活用の方法 

  選手村での利用やシャトルバス等への活用 

【その他】 

○ ＣＯ２フリーの水素の活用 

○ 安価な水素の安定供給体制の構築  等 

   

2020年・2025年の戦略目標の実現に向け、取組を継続 

具体的で実効性のある施策を構築 
８ ２０３０年までを見据えた将来の水素利活用と課題 

  火力発電への利用  等 

５ 人材の確保 

 水素ステーション等において水素業務に従事する人材の確保 

（事務局素案） 

・施策の重点化や市場動向を踏まえた新たな取組の方向性              
・羽田空港での水素利活用に向けた検討  

 ・水素エネルギーの早期普及に向け規制緩和を議論              
 ・燃料電池バス走行実証実験の報告   

・2020年に向けての工程               
・都民の理解促進  等 

１ 目的 

○ 水素社会の早期実現に向け、官民が一堂に会して議論し、普及拡大へ  
 の具体的な取組を着実に推進 

○ 戦略目標の進行状況を確認し、テーマごとに課題を協議 

  ・燃料電池バス、規制緩和、普及啓発等 

○ 戦略目標の確実な達成に向けた、工程に関する協議 

  ・施策の重点化や、相互に関連する取組の一体的推進などについて議論 

 ７月30日   第一回推進会議  

１１月中旬   第二回推進会議 

未定      第三回推進会議 

２ 主な協議内容 


